
タ イ 国 仏 教 の 現 状 調 査
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1 は し が き

これは1964年11月中旬から4カ月問,タイ ･ビルマ

･カンポジヤ ･南ベ トナム ･香港 ･台湾をめぐり,仏

教の現状を調査した概要報悪である｡紙帖のつごうで

タイ国仏教の現状調査の報告に限定することを,あら

かじめおことわりしておきたいと思う｡この調査は東

南アジアの近代化ということにピントを合わせておこ

なわれているので,タイ同仏教の現状調査も,そのよ

うな観点に立って実施したわけである｡まずタイ国仏

教の現状を調査するのに,5つの地域を選んで調査す

ることにした｡このような方法をとることが妥当であ

るかどうか問題はのこるが,いろいろの事情からこの

ような方法をとらざるをえなかったからである｡

筆者が選んだ5つの地域は,

1. バンコクとその周辺

2. アユタヤ (Aytltthaya)とその周辺

.(i. コ-ンケーン (Khonkaen)とその周辺

4. チェンマイ (Chiellglllai)とその周辺

5. ソンクラー (Songkhla)とその川辺

である｡もちろんできるだけ多くの地域を調査するこ

とが望ましいが,調査の使宮上,これだけの地域を選

んだわけである｡ つまり, 人都市の仏教をバンコク

で,普通都市の仏教を,中部タイはアユタヤ,東北タ

イはコーンケ-ン,北タイはチェンマイ,南タイはソ

ンクラ-において,調査したいと思ったからであるo

なおこれらの都市周辺の農村寺院を調査に合 めた の

ち,都市のみならず,村落における仏教事情を知るこ

とが,非常に重要であると思ったからである(その調

査要髄は,仏教関係の大学,官庁,､1錨こ,協会等を訪

ねて,その活動状況を調査し,仏教界の指導者や信音

との面接によって,彼等の宗教的自覚の程度や,寺院

と民衆との関係,仏教の将来性等についての意見をき

いてみた｡もちろん,短期問の調査のこととて,限ら

れた資料を提供しうるにすきないが,これらを基経に

古 海

して,タイ円における仏教の実態をつかみ,その近代

化に対する役割を考えてみたいとノ以う｡まだ調査も不

十分でよく薬理されておらず,考察を深めるべき点も

多いが,この調査に協力してくださったタイ同文部省

景教局,WFB本部をはじめ,飯島茂 ･水野浩一 ･矢

野暢 ･桂満希郎の諸君Iに感謝しつつ,一応その概要を

述べてみたいと思う｡

2 タイ国仏教の一般的特質

1960年の国勢調査によると,タイ同の宗教別総人口

は2,586万人で, その93%が仏教徒である｡ しかしこ

の中には1.7%の中国系の大乗仏教従を含んでいな い

ので,その数はさらに増加するわけである｡1964年の

発表によると,その人口の93.4%が仏教徒で,その数

24,173,044人と推定されているOさらに23,378の寺院

と,151,56()人の比丘,87,mn人の沙弥,1,947人の尼

を有することを考えると,タイし司は世界有数の仏教国

といれねはならぬであろう｡もちろん国民は信教のEIl

llJを許されてはいるが,この国の仮憲法 に は,国王

はすべての宗教の保護者であり,国王自らは仏教徒で

なければならぬと明記されている｡事実,現国王プ-

ミボン･ア ドゥンヤデート (PhumipoIAdulyadet)

は1956年にみずからワット･ボ-ウォンニ ウェ- ト

(WatBovoranives)で2週聞出家生活をされたO

そして1957年5月には王室の支持のもとに,内外の仏

教徒を招き仏滅2500年の式典を盛大に挙行 した こと

は,まだ人人の記憶に新たなことである｡

さて,この国の寺院の大 部 分 は マ-一 ･ニカーイ

(Mahanikai) に属し,その数22,402寺といわれ,わ

ずかに92()寺がタンマエソト･ニカーイ (Thammayut

nikai) に属している｡ この両派ともテーラ･バーダ

(Theravada)仏教で,東南アジアに一般的な戒律を

二主とする仏教である｡したがって,この両派の閲には

教理的な差異はなく,法衣のつけ方や,多少の習慣の

相違があるのみで,一見その区別を知ることができぬ
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方が['=‖蝉転で,タンマユソト･ニカーイの)J-が厳粛派

っことなく帰依しているので,この国の仏教はその様

式において極めて斉一一的であるといえるであろう｡こ

れがその特色の第---である｡

次にあげられる特質は,この国の仏教教川が非常に

よく統一され,強力な組織体をなしているということ

である｡ すなわち国土は教川′刀良として,SLIl)renle

Patriarch とかサンガラ-ジヤ (Sangh(,11旬a)とrlf-

ばれる人をきめるが. こ,j)SLlPremePatrial-chは

艮芭会議によ--,てたすけられ,教付目二関することをL)i

定するO長邑会議は SLIPremePaLrial･ChU)外にソム
デソトLSomdeD 級の称号,I,もった比丘. その他Ll

名から10/乙までの Suprerne Palriarchによって任

命された長 色によって構成され,任期は2ilJL刷で,そ

の SecretaryGeneralとして文部省景教局長が参加

しているoこの 卜に各教区があり,それがまた車や鞘

や都′等に細分され,Officialmonksがいて,各教区

の統轄をしている,しかし各寺院はその住職によって

支配されている,現和 ま18教区に分かれ,9人の長老

会議員がいる,また恰個の教団を支持する信者の団体

として仏教会があり,その文部が行地区に設けられ,

仏教酌な活動をしている｡その仏教会の会長はタノム

(ThallOm)首相であり,各地区の仏教会長はそれぞ

れその県力知til.:カミ兼ねているOこの外,背年仏教会も

あり,約5()7)文部があるO

第二の措質は,この国7)仏教教杜1が政治的なことに

閲与しないということであるOこれは同じ仏教国にお

いて特異なことで,セイロンやビルマの教団が政治的

なことに対し活発な動きをするのに反し,この国の数

回はよく平静を保っている｡ベ トナムは仏教国といっ

ても 巨として中国系の人乗仏教が入っているので,チ

-ラ･バ-ダ仏教国とは自らそのあり方が異るが,メ

イ国では,仏教教団は政治の外にあって政治的なこと

にタッチしない｡個人的にも教団としても,そのよう

な態度をじしているので,かえって政治家たちに尊敬

され保護されているようである｡政治面にタッチする

ことによって,教団への圧力が加わる場合もあるが,

タイでは必要に応じ教川から政伸 二意見を具申するこ

とはあっても,直接政府の政策を批判したり攻撃した

りすることはない(,侶侶が政府の施策に協ノJして仰 山

住民の教育や伝導におもむいたり,揮隊の行進に浄水

をふりかけて祝福をリ･えたりすることはあるが,仏教

の教団は出世HT,j･性を維持しているので,この国では教

団が政治の動乱にまきこまれるようなことはな か っ

た｡これはこの国の仏教のユニークな特封といえるで

あろう｡

第四の相恩はタイは仏教国とはいっても,王室の儀
1)

式にはバラモン教の要嘉がかなり含まれ て い るし,

PopLllal-DtIddhism にはビィ- (Phi)信仰とU)混

同がみられるということであるo教育t'])普及によって

Phi信仰の内容も変ってきてはいるが,ビィー信仰は

教育昆度J)低い田舎,I)人人(D問に強いが,邦会でもか
なり与くどィ～-ウスが見かけられ,僧侶 の 申 に も

ビィ-信仰と仏教との区別の 卜分についていない人も

多いようである｡

第 圧の特質はセイロンやビルマでは,佃偶の還俗が

あまりよくないことと考えられているのに反し,タイ

国では必ずしもそうではないということである,ビル

マやセイロンでは旧家する人も,還俗する人も次節に

すくなくなっているが,タイ国では出家する人も多い

かわりに還俗する人も多い,5()才以上の仏教徒のリl手

で旧表した経験のない晋は僅かに3,%か4%にすぎな

いといわれている.今日ではいろいろの車用A-で侶二束し

ないリl了の数は増加しているが,この習慣はすぐには

消滅しないであろうo仏教の本旨からいって,JH宏す

ることも還俗することも本人の日由意志によるもので

あって,なんら強制力はないわけであるが,その地方

やIIJによって,受けとり方が多少異っている｡タイ国で

は,出家することも還俗することもⅠ′旭 であって,一

度揖表した人が還俗しても,けしてそれを悪いことと

は考えていない｡むしろ場合によっては,Illi表して僧

院で修養を績んだ者はっ還俗して世俗的社会iL活にお

いて,それをいかすことが大切であって,iL涯僧院生

活をする必要はないとすら考えられている.僧院はあ

る期聞,(ij民の修速する場所であり,人格形成の機関

であるというふうに考えられている｡したがって結婚

する前に出家してパンサー (比丘や沙弥が雨期の3カ

1) H.G.Quaritch Wales;Siamese State
Ceremoniesには歴 _史的 にその ことが論証 され て

いるが,最近はBrahmanism の要素は非常に稀

薄 にな 一ノて い るといわれ る｡
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月個坑にこもる期聞,雨安居ともいう)の期聞,僧院

生活をするのが普通である｡そしてパンサーが終ると

還俗して世俗生活にかえるのであるCしたがって吐涯

僧院に止住する比丘はみずから使命を感じている人も

あるであろうが,大体中位の僧であって,貢に優秀な

人物は還俗して世俗生活の中で在家として仏道を実践

する｡むしろその方が人閲として真のあり方であると

すら考えられてきているということは,チ-ラ･バー

ダ仏教国近代化の必然的結果であるとはいえ,まさに

注目すべきことである｡

さて1960年の国勢調査によると,タイ国の人種別総

人Ljは26,257,916人で,タイ人が25,787,18O人で98.2

%を占め, シナ人が409,508人で1.6%, その他が61,

228人でO.2%であるOこれを宗教別に見ると,仏教徒

が24,563,523人で93.6%, イスラム教徒が 1,025,569

人で3.9%, キ リス ト教徒が15(),053人で0.6%, その

第 3巻 弟3号

他の宗教が518,771人で1.9クあである｡

さらに1948年から1962年にいたるタイ国における寺

院数と比丘および沙弥の数は次の表のとおりである｡

この統計表によると,寺院数は1948年の19,150寺から

次第に増加し,1953年に21,167寺に達している｡そし

て,その翌年は20.741寺に減少しているが,比丘と沙

弥の数はその前年より9,000人 ほど増加している｡寺

[鑓数は1955年に20,619寺に減 り,それから次'ij'i'に増加

し1962年に23,322寺に迅しているが,比FT･.と沙弥の数

は1960年に255,539人の最高に達し, その後,1961年

に24O,122人,1962年に236,820人と次第に減少してい

る｡寺院に止住する比丘と沙弥の数は人体一一寺院平均

10人から12,3人である｡

次に,まだ公表されてはいなかったが,景教局の調査

した1964年の統ii卜によると,1964年の宗教別人Uは,

仏教徒 24,173,044人 93.4%

3 タイ国の宗教別統計

NumberofBuddhistMonasteries,PriestsandNovices1948-1962

Year

2491(1948)

2492(1949)

2493(195())

2494(1951)

2495(1952)

2496(1953)

2497(1954)

2498(1955)

2499(1956)

250O(1957)

25Ol(1958)

2502(1959)

2503(1960)

2504(1961)

2505(1962)

Numberof

Monasteries

19,15()

19,59二三

19,704

19,823

20,944

Numberof

Priests

161,989

175,179

176,377

165,628

159,648

21,167 ■ 155,097

20,741

20,619

20,695

21,371

156,952

154,910

149,889

154,478

21,385 1 156,111

21,570

22,639

22,920

23,322

150,025

159,701

152,787

151,560

Source; NationalStatisticalOffice,Officeof

PriestsandNovices

N｡vi｡｡s 1 T｡tal

68,271

76,520

75,263

73,835

73,311

76,457

83,529

86,108

230,26()

251,699

251,64()

239,463

232,959

231,554

24(),481

241,018

91,347

92,422

94,278

95,838

87,335

85,260

245,825

248,553

244,303

255,539

240,122

236,820

PriestsandNovicies

perMonastery

12

1313

12

1111

12

12

11

12

12

11

11

1010

thePrimeMinister: StatisticalYearbook,
Thailand.No.24.2506,1963.

DepartmentofReligiousAffairs,MinistryofEducation･. OfficialRecords.
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イスラム教徒

キ リス ト教徒

ヒンズー教徒

その他の教徒
2)

儒教徒

無宗教

1,025,564人 3.9%

149,655人 0.9%

3,485人 ?

35,180人 0.1%

460,237人 1,7%

13,973人

さらに僧侶や協会や寺院数は次のようである｡

僧尼総数 24O,517人

比丘 151,560人

f少弥 87,()1()人
31

尼 1,947人

寺院総数 23,378守

タイ､tj: 23,3 二三2

I

JL:i

マハ ー ･二カ-イ
22,4O2万

タンマユッ ト･ニ カー イ
920寺

シナ寺 23､fi

ベ トナム寺 15寺

ビルマ寺 18寺

協会総数 147所

仏教協会 11()疏

イスラム協会 24所

キ リス ト協会 9所

ヒンズ-協会 1所

シイク協会 2所

バ-イ協会 1所

タイ国にいるシナ僧は比丘が88人,沙弥が28人,jZ

イ国にいるベ トナム憎は比丘が97人,沙弥が6人であ

る｡タイの比EEのうち爵位をもつものが181人, 教 団

の仕卓二をしている Officialmonk が5,530人,僻地

教育等に従弟している Monkteacherが15,569人と

いうことである｡なおタイ国に留学している外国人の

偶は,ラオス人15人,カンポジヤ人 3人, ビルマ人 7

人,ベ トナム人 6人,マ レーシャ人19人,インド人 4

人,セイロン人 2人,パキスタン人 2人, 韓 巨Ⅰ人 2

人,中華民国人 2人である｡

4 バンコクとその周辺の仏教

バンコクの市内にある仏教の寺院数と僧侶の数は次

のようである｡

バンコク マ ハ 一 ･ タンマユソト
ニカーイ ニカーイ 計

古･[,lli 163 21 184

比I壬 6,453 986 7,439

秒弥 1,568 二三76 1,844

トンブ リ

寺院 138 8 146

比丘 4,215 192 4,4O7

秒弥 1,115 8 1,123

このほか,シナ寺が17,ベ トナム寺が7あるが,シナ

たがって,バンコク())人部分の寺院はタイ国風の建物

であるが,中国人街にあるシナ寺は【伸射風の建築様式

をとり入れている｡そして,申国系の僧侶はタイl_舶Ij

とほとんど同色の法衣をノ着けているが,その虐方や縫

方は異っている｡

バンコクには, ワット･ポー (WatPo) やワット

･ゾラケオ (WatPhI'aKeo)をはじめワット･ベン

チャマボ ピ ット (WatBenchamabopit:Marble

Temple), ワット･サケー ト(Wat:SraketGolden

Mount)等観光寺r5'tに数する美しい寺も多いが,宗教

的に重要なのは ワット･マ-ータ- ト (WatMaha-

that)であるOこの寺は,バンコクにおける仏教的活

行われているOこの寺F坑に接してマ--チ:lラロンコ

ン仏教 大学 (Mahachulalongk()rn Rajavidyalaya

BuddhistUniversity)がある｡これはマ-一二カー

イ系の仏教入学で,Universityclass;Preparatory

class にそれぞれ約2()0名の僧侶が学んでいる｡ この

ほか,°ept.ofspecialsecondary sch()olに200

人, Buddhistteacherstrainingschoolに約30名

の僧侶が学んでいる｡なお Secomdary schoolには

僧俗合せて約50()人の男 子が学び,BuddhistSunday

Schoolには160()名.の6-7才から30才までの男女が

7年聞仏教の授業を受けているo教師は i_:.として僧侶

があたっているが,外人の教接も招かれているo出版

物は学術的というよりも啓蒙的な月刊誌ブック ･チャ
ック (BuddhaChakra)- タイ語-,VoiceofDhal

2) 儒教徒というのは中国系タイ人や中国人の景教

を指していると思われるので,これはむしろ大乗

仏教徒とみてもよいであろう｡

3) 尼というのは剃髪 して十戒または八戒を保 って

いる女性仏教徒のことで,剃髪 しないで有髪のま

ま八戒または十戒をたもっている女性を含むこと

もある｡
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mma-英 ･タイ両語-が刊行されてい る｡僧侶 へ

の授業は午後1時から6時まで行われ,学生はマ--

ニカーイの僧侶のみである｡

仏教大学としては,このほかにマ--マクツト仏教

大学 (MahamakutBuddhistUniversity)がある｡

この大学はワット･ボーウォンニウェ～ト(WatBoI

woranives)に隣接し,規模は小さいが約300人～400

人の僧侶が学んでおり,タンマユリト派の大学である

がマ-～･ニカーイの悟も受け入れている｡この大学の

方が出版物等,より学問的なものが多く,外因僧も2,

3名留学していた｡ ここでも在俗者のための Stlnda

Schoolを附設し,仏教の普及につとめている｡

MeditationCenterの活躍である｡主な CenLerは

ワット･マ--メ-ト,ワット･パ リナ-ヨク (Wat

Parinayok)ワット･サケ- トにあるが,最も人きいの

はワット･マ--クートのウィパサナ一際想センター

(VipassanaMeditatiollCenter)である｡ここには

冷房装置をした人きな MeditationHallがあって,

椅 子にかけながら瞑想している｡Meditationの方法

は主として Sattipatthanameditation であるが,

トンブリのワットバクナム (WatPaknam)ではタ
4)

イ独特の方法でやっている｡各寺院とも説教をしたり

集会をするのは毎月4回あるワン･プラ (仏日)の日

である｡この日は熱心な信者は八戒をたもち寺院に侶

汀ル院恩をしたり,説教をきき読書をする｡太陽暦と

ともに仏暦をつかっているタイ国では,ワン･プラの日

は暦で決められているので,この日は特に仏教活動が

活発である｡ラジオやテレビによる布教活動 も活発

で,長時間にわたって有名な情の説教が放 送 され た

り,仏教的行事がニュースとして報道される｡注目す

べき活動の一つにワット･サケートの横にある Bud-

dhistTeachingResearch Center(JL､理輔導祉)

というのがある｡仏教活動の一つとしてカウンセリン

グの仕｣-3:をしているOこの匡Iでも近代生活のストレス

からノイローシス患者が多くなり,それらの指導にも

あたっているそうである｡このほか,バン コクに は

BuddhistPreast'sHospitalがある｡戒律を保って

いる僧侶は婦人のいる病棟に宿泊するわけにいかぬの

で,特別に僧侶のための病院や病棟が建て られ て い

る｡ここには看護婦は 1人だけいるが夜は外泊してい

る｡病惜たちは信者の供養によって治蝶をうけている

第 3巻 第 3号

が,この矧完では説教や仏教講演もなされているOベ

ッド数は200,---番多い病気はノイローシス,つきが

消化器系の内臓疾患,第三が結核だそうである｡

大和市の仏教は,いろいろの Activityをもっては

いるが,この国でも社会生活の近代化とともに世俗化

の風潮がすすみつつあるといえるであろう｡出家する

人の数もltl余に比し都会ではよりすくなくなってきて

いる｡旧家は短期冊の修養期hlLJと考えられ,パンサ-

の時期に巌も多く,1二涯,出家生活を続ける人はすく

ない｡国民皆闇という時代はすきさりつつあるようで

あるが,なお,この風習が続いていることは,この国

の国民の精神的陶桁の上に大きな意義をもっている｡

タイ人は決して怠惰ではなく勤勉で利に敏感であると

いわれる｡仏教の諦観をあきらめと解して,仏教の普

及の故に東南アジアの民衆が積極的活動性を欠いてい

ると解するのは皮和的観察のようである｡よし出家し

なくても,大都市の寺院には多くのデク･ワット(守

リl..DekWat) と呼ばれる青少年が住んでいて, 比

丘たちの世話をしながら各種の学校に通っている｡彼

等は静かな寺院の中で,勉学にはげむとともに,自然
に比丘たちの感化をうけている｡

さらに注目すべきことは,バンコックに世界仏教徒

連盟 WorldFellowshipofBuddhistsの本部があ

り,各国の仏教団体と連絡をとり,その推進力となっ

ている｡またここにタイ国仏教会の本部もあり,仏教

活動のセンターとして,毎週活発な活動をつづ打てい

る｡その他 Pali-ThaトEnglishDictionaryの出版

やタイ語版の入滅経の解説書等の出版もなされている

が,チ-ラバーダ仏教は大乗仏教のように教義が複雑

でないので,国家の手厚い保護のもとにありながら,

学問的研究はあまり進まず,仏教学者も決して多くは

ないO

バンコクの周辺の仏教についても論すべきことは多

いが,バンコクから東南に南下して,チ ョンブ リ-

(Chonburi)やパンセーン (BangSaen)附近の寺

院のなかで,ワット･アソカラム(WatAshokalam)

は注目すべき大寺である｡タンマユット派の寺で,比

丘60人,沙弥30人,寺男5人止住しているが,このほ

か尼が100人位寺の内外 に いて八誠を保っている｡剃

4) 拙稿,タイ･ビルマにおける院想法 (印度学仏

教学研究28)参照｡
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髪している者としていない者といるが,寺院の内にあ

るホールで長老Fg刀指導をうけている｡またどの寺院

･/)住職にたずねても,戦後,仏教は復興しつつあると

いう｡事実,新しく謝猛が再建され,ワン･プラの日

には,どの寺でも説教をしているようである｡

5 アユタヤとその周辺の仏教

rJ'ユタヤは有害な古都で仏教の遺跡も多いが,今日

吐きている寺院を言jjiAてみると,2,3の注目すべき

ことがある｡その-つ はこの地域に散在する回教部落

と仏教部落との関係を調査してみる必要があるOその

L｣ま中 国系タイ人とタイ人との融合状態を寺払rこのあり

方において見ることができることである｡その意味で

.Jlrdljfした 1,2の寺院の例をあげると,

(1) rノ ノト･チャイヤモンコン(WatChaiyamong-

kol)

バンコクからアユタヤへはいる道路の左手に見える

人きなチ.Lデ ィ(Chedi)のある寺で, ワット･チ1･

オ ･パセータイ(WatChaoPhyathai)と呼んでいた

が,セイロンから来た僧のためにウ- トン(U-Thong)

J･が 1363年に建てた寺といわれ て い るo この 寺は

r)t･)ト･パーケオ (WatPakaew) ともいわれてい

たことがあるが,ここはアユタヤの町から東南方にす

こし離れているので,比丘たちの巨冥想の場所になって

いたところと思われる｡ビルマ車により破壊 され た

が,現在はマ-- ･ニカーイに属し,新しい多くの仏

像が建てられ,佃症も復興しはじめている｡現在は比

丘6人, 沙弥 1人, 寺男4人lL住しているO 托鉢も

2kmほどはなれたところまでH-'Tることもあるが,信君

の人が持参してくれることが多い｡説教はワンプラの

日に2廿やっているが,40人くらい来聴し,その中に

は八戒を保って夕食をとらないものもいるそ うで あ

る｡

(2) ワットバネンチュン(WaLPhanaengchoellg)

この寺は直街の南の対岸にあるが,アユタヤがシャ

ム国の首府として建てられる26年前に建てられたもの

である｡ここには高さ19米,幅14米の坐像の大仏があ

り,三宝仏公としてタイ人のみならず中国人にも信仰

されている｡南無阿弥陀仏と書いた幡もさが って い

て,中国 人とタイ人の信仰をあつめている｡近くに中

LJ=;_]人の基地もあり,河岸の小庵には観世音菩薩も紀ら
れ,｢逓光普,H.Jd千五慶,悪徳遥uf-a)jJJJ春｣などと喜いて

ある｡ここからボー トに乗り山田長政の遺跡や日本人

街跡に行くことができる｡

(3) ソI-カオ ･トーン (Phukhaw Thong)

アユタヤの画方郊外に沓えるプ-カオ ･トーンと称

せられるこの人寺は,.現在巨大な塔の南方にシ-マの

あとがある｡マ-- ･ニカーイに属し,比丘 5人,守

男 1人,尼8人しか居住していない｡説教はワンプラ

の日にやるが,来聴するものは,4,5割こすきぬとい

うOこの寺の南方に約1OOp-の国教部落がある｡毎Ifi7-

--人はメッカに巡礼に行くそうである｡仏教徒との閲

はスム-スで別に問題はないが,異教徒FEL]jの結婚はほ

とんどおこなわれないそうである｡バンコクでも,自

ら山教徒といわない限 り,誰れも知らぬ位に仏教徒の

社会に融合しているそうである｡これもヒンズー教徒

と.Ld教徒との対立に比し,仏教徒の方がより寛容であ

るからとも考えられる｡

6 コーンケーンとその周辺の仏教

コーンケーンは東北タイの代表的な都市で,新レく

二つの大学が建設中である｡バンコクからコーンケ～

ンヘバスがつうじているが,途中コーラー ト高原をす

ぎる｡海抜400米位の高原であるが,ここがメーナー

ム水系とメーコーン水系との分かれるところで,この

高原のバス道路に沿って部落が散在し,菌原のところ

どころには明地山荘とか長安極楽と書いた中国人基地

がある｡人l｣2万のコーンケ-ンr吊こタンマエソト･

ニカーイの寺が3,マ-- ･ニカ-イの寺が5あるO

これらの寺を全部訪ねてみたが,一口にいって大同小

異である｡

(1) ワット･チューチャン (WatShuchan)

タンマユ･ノト派の代表的寺院で120年以前の建立で

ある｡比丘24人,沙弥38人,寺男73人,境内に沙弥た

ちのための学校もある｡托鉢には出ていないが, 5人

から10人位,招かれてどこへでも供養をうけに行く｡

説教はワンブラの日に午前8時と午後3時にやってい

る｡63才になる住職にきくと,16才で抄弥になり,ず

っと矧覧生活をしているが,人人の信仰心 は変 らな

い｡戒律も時代に応じて変える必要はないという｡寺

の所有地や建物は県の文化局の管矧 こ属し,その修理

等は信徒が委員会をつくって信施を集めてやるので心

配はないという｡境内にはお墓もすこしあ るが,仏

股,僧房,火葬場,説教所,鐘楼,仏足石,菩提樹等
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があり,完備した大寺である｡

(2) ワット･チュ～ヌワン (WatShunuan)

マ-- ･ニカーイの代表的寺院で,比丘31人,沙弥

66人,寺男70人も止住している大寺である｡200年以

前の建il_で,この寺の住職はコーンケ-ン地方の教団

の長をしている｡52年間僧院生活をしているという老

僧で,葉巻をくゆらしながら,煙草は戒律に禁じられ

ていないからかまわないという｡未成年の沙弥でも煙

草をふかしているのを見かけるが,戒律尊重の仏教に

も矛盾がある｡瞑想もやっているというが,あまりや

っているようには見受けられない｡りっはな火葬場が

あり墓や沙弥たちのための学校も境内にある｡

(3) ワット･タート(WatThaad)

マ-- ･ニカーイに属する湖畔の大寺で,比丘25人,

沙弥35人,守男18人,200年以前の建立で美しい寺で

ある｡境内に抄弥のための学校もあり,60万バーツで

仏殿の再建をはじめ, 先日上棟式 を や り, タノム

首相が臨席したそうで,その費用の20%は政府が補助

している｡説教はパンサー中はおこなっているが,そ

れ以外は特別にやらないという｡聴衆は30人位で,五

戒と八ヲ戊を授けるそうである｡しばらく話をしている

と日･タイ親善のためにとて胸にかける仏像 を くれ

た｡このようなお守りの仏像がこの国ではよく普及し

ている｡

コーンケーン市の内外にこれより小さい寺が5つあ

る｡瞑想をやっている寺もあるが,多くはやっていな

い｡托鉢もやったりやらなかったりである｡境内の設

備も小さい寺ほど悪いが,どの寺にも比丘が10人 以

上,沙弥がまたはは同数止住している｡説教はワン･

プラの日にやるところが多く,パンサ-の期聞のみし

かやらぬところもある｡聴衆も10人から20人位で,な

かには30人から50人位集まるところもある｡信仰心が

衰微しつつあると答える僧は 1人もいなかった｡

(4) ワット･タープラ･ホンサート(WatThapra

HongThed)

コ-ンケ～ンから南方12粁の地点にある人口約500O

人の Thapra という町にあるマ-- ･ニカーイの寺

で,比丘20人,沙弥40人,寺男1人止住している｡70

年以前の建立で,説教は月4回ワン･プラの日にやっ

ているが20人位集まる｡パンサー中はもすこし増える

そうである｡ここの沙弥たちと会談する｡年令差は10

才一位から2O二れこわたっている｡托鉢には行かないが,

弟3巻 第3号

お経を読みに行くと10バーツか20バーツのお金をもら

うそうである｡それでアイスクリームを買って食べる

こともあるという｡厳密にいえばこれは戒律にそむく

ことである｡還俗する人は多いが,それはしかたない

という｡ほとんどすべての沙弥が結婚期に達するまで

に還俗するようである｡義務教育を受けたあと,成人

に達するまで,行くところもないので,お寺に入った

という人が多いようで,熱心に仏教の勉強をしている

ようには見受けられない｡

(6) ワット プーワンラン (WatPhooWanlang)

タープラから東へ約8km入った ドー ン ･デー ン

(DonDaeng)という戸数130-戸の小部落にあるマ-

一 ･二カ-イに属する小寺である｡70年位前 の建 立

で,比丘6人,沙弥7人,守男3人いるが, ドーン･

デーンと戸数約30十..のドーン･ノイ (DonNoi)の両

部落の寺である｡ ドーン･デーンには小学校があるが

湖水に近い電灯もない小部落である｡部落民は収入の

平均約8%を寺に苓附しているといわれる｡托鉢には

出ず部落民がすこしずつ運んで来た食事を婦人たちが

平等に分けて供養している｡瞑想もやらず,説教はパ

ンサー中に毎日午後4時から行うが,それ以外は何も

やらないそうである｡小学校の卒業式には住職が説教

をLに行くが,寺院の活動は小学校の教育とは一応は

なれている｡寺の世話をしている3人の話をきくと,

Aは6年間僧院生活をし,Bは10年間僧院生活をして

いる｡Cは14才で義務教育を終え,16才で結婚し,僧

侶になったことはない｡僧院生活は非常によかったと

ABともに強調する｡部落民の家で仏像や仏画のある

家は数えるほどしかなく,夜ねる前に礼拝 して い る

が,主なる礼拝の場所はお寺である｡ピ-を紀る風習

もここには見受けられない｡抄弥たちの生活 を見 る

と,ここもまた仏教の勉強をしているようには思えな

いが,一応規律は守っているようである｡

コーンケーン~市内にある St.Gerard'sCatholic

Churchを訪ね FatherPatrikWorrissyに面接す

る｡タイ文化と仏教との結合が強いので,キリスト教

に改宗するとタイ人でなくなるように思うのかタイ人

で改宗する人は非常にすくないからタイではキリスト

教の宣教は非常に困難である｡日曜礼拝には100人位

集まるが,これは古い信者でベ トナム人や中国人が多

く,ここに来て6年になるが,タイ人の改宗者は1人

もない｡-ンセン氏癖愚者に約2OO人の改宗者がある
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がフこれらの人人はすでにタイ人社会からははなれて

iJi活している人人である｡1882年にキリスト教の伝導

がはじまり,現在5人の神父がいるがそのうち1人が

タイ人である｡また5人の修道尼がいて,そのうち1

人がタイ人で HolyRedeemerSchoolの英語の教

師をしながらイ云道しているが,成果はあがらないそう

である｡プロテスタントの教会もコーンケ-ン7日軸こ

ひとつあって聖書教室をひらいているが現在39人のiL

徒がいるだけである｡

7 ソンクラーとその周辺の仏教

ソンクラ弓 ま南タイの代表的な郡山のひとつで,人

Ll約31,()()(り＼,タイ湾に面した港町である｡附近には

LLll教徒も多いが,仏教徒とLLII教徒との閲は極めてスム

ースにいっているようである｡しかし宗教的行弱 まも

ちろん別別におこなわれ,異教徒問の結婚はほとんど

おこなわれていない｡ 中国人も多く居住し,この期に

中華艮国の従事館がある｡

ソンクラ-にはタンマユソト派の寺が2,マ-一 ･

ニカ-イに属する寺が1(うある｡プロテスタントの教会

いそうである｡

(1) リ ノト･マチマ (WatMachima)

タンマユ ′卜派に属し,市内第一の美しい寺で,比

rTr.24人,沙弥 9人, 寺男136人JL住し, 寺外に尼2()人

回説教をしている｡聴衆は15人位で,ワン･プラの日

は八三成を保つ人が8人位いるが,寺には縮まらない｡

托鉢には出ず,パンサ- 申は瞑想をやる｡ 1OO年以 L

もたった寺で,境内に壁画の美しい仏殿や,陶?詩･仏

像 ･仏 画を収めた陳列館があるO全体の雰1i服tはワッ

ト･ポーを小さくしたような寺で,守護神像は中国風

である｡

(2) ワット･ヤントン (WatYangthollg)

マ-一 ･二カーイに属するrh●内の寺で,比丘8人,

沙弥 3人,寺男36人,寺外に泊っている尼15人｡説教

は毎日午後3時30分頃にやっているが,15人位来聴す

る｡ワン･プラの日には100人 以上来聴する｡托鉢は

毎日やっているが,パンサー中は食事を持って来てく

れるが,托鉢は修行として毎槻出ることにしている｡

巨冥想はやっていない｡住職に面接すると,出家する人

の数は減っていないから,近代化と共に仏教に対する

関心はたかまると思うO仏教は迷信を排斥するが,rl

分もピ-の存在を信じているo仏教は他の宗教とも仲

よくせよと教えている｡祈祷師のような者もいて差支

えないと思うと述べ,非常に寛杏な態皮であったO

(3) ワット･ドンジェ (WatDondje)

マハ一 ･二カーイに属する寺で,比丘6人,秒弥 l

人,寺男52人,尼9人,説教は毎日牛後 5時にやって

いるが,10人位来聴する｡そのうち2人は八戒を保っ

ているO托鉢は毎朝やっているが,俣想はやらないo

導者がいないそうであるOここでは歯痛止めの水薬を

わけていた｡住職に面接すると,仏教は廿よりよくな

っているO比丘になる人も増加した.その理由は教育

の普及と共に仏教をよく理解しようとする人が増加し

たからであるO国の発色封こつれ景教も復興する｡上様

が篤く信仰すると人艮もこれにならい仏教も復興する

というOピィーは必ず存在する,戦争中に日本兵がこ

の寺に泊ったが,ピィ一にいじめられて眠 れ なか っ

たOこの寺の僧はピィーを見て逃げ出した ことが あ

る〔には良いビィ-と悪いビィ-がある｡悪人の侵入

をふせき,善人を守るよいピィ-もいるし,人をおそ

れさせ狂人にする悪いピィーもいる｡ピィ-の存在を

知った以上,宗教を信ぜざるを得ないだろうという｡

ビィーを慰めるための儀式をしても差支えないが,仏

教徒としては,そのような特殊な儀式はしなくとも,

仏像の前で祈ればよいという｡ワット･チェン (Wat

Chaeng)というマ-一 ･二カーイに属する寺の住職

は,ピィーと結びついたこの同の仏教は,この国の近

代化をこはみはせぬかとの質問に答え,たしかにそう

かも知れぬが,方便としてピィ一に悩む人を慰めるこ

ともあってもよいではないか｡仏教本来の正場からす

ると,そのようなものはなくてもよいが,ビィ-信仰

は事実としてあるのだから,どうにもならぬ｡教育の

普及によってピィ-信仰は薄らぐと思うが,どんなに

科学が進歩しても,善ということを忘れてはならぬと

述べていた｡

(4) ワット･ボ-ラカム (WatBorakam/)

ソンクラーから酉南方約20粁の地点にボー ラカ ム

(Borakam) という部落がある｡ そこにあるマ-～

ニカーイに属する寺で,76戸,90戸, 100戸の三部

落によって建てられている｡比丘6人,沙弥2人,守

黒1人止任し‥説教はワン･プラの日にj土牛にやって
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いる｡来聴するもの70人,そのうち50人は八戒をうけ

て寺に泊る｡パンサー中は毎晩説教をするので,100

人位集まり,5O人位は寺に泊るそうであるO托鉢や限

想はやっていない｡

(5) ワット･ナムカチJ,イ (WatNamkachai)

ソンクラーから西方15粁の地点に道路にそったマ-

一 ･二カーイに属する寺で,比丘4人,沙弥1人,守

男8人,剃髪しない尼が40人位いるO説教はワン･プラ

の日に午前10時にやるが,30人から50人の来聴者があ

る｡そのうち10人は八戒をうける｡パンサー中は毎晩

説教をするので200人位集まる｡そのうち10人位は八

戒を受ける｡托鉢はワンプラの日を除き毎日やってい

るoパンサー中もはじめの3日間はやらぬがあとはや

っている｡院想はやっていないが,かってここにいた

2人の比丘はやっていた｡彼等はいま遊行中である｡

住職は42才のインテリらしく,自分は出家したこと

に満足している｡社会も進歩したが宗教も進んだと思

うOタイでは仏教は社会j=i活の一部だから,社会の発

達なしに仏教の発達は考えられぬ｡社会の発達ととも

に宗教の研究も進み関心もたかまるわけである｡ピィ

一に対する考え方もまちまちで,現世から来世にいた

る中間の状態を子供にはピィーといっているが,他の

人には他の語でいった方がよかろう｡目に見えないも

のをピィ-といっているから,ビタミンもピィ-だ｡

よいピィ-もあるわけだ｡悪霊みたいなものをピィ-

と思っている人もあるが,私はそんなピィーは信じな

い｡科学が進歩すれば迷信は滅びてゆくが,科学で説

明できない領域もありはしないか｡現代の科学は核を

説いているが,それは仏教と矛盾するものではない｡

仏教のどのような面を現代において強調すべきかとい

うことは一番大切な問題だが,まず相手を知らねばな

らぬ｡相手によってその強調するところは巽るが,一

般的にいえることは,自分で見たものを信じよ｡他人

の言を聞いても信ずるな｡よく自分で考えて自分の日

でものを見よといいたい｡仏陀もそのように教えてい

るはずであるという｡同席していた村長も,正しい宗

教は科学を排斥するものではない｡科学と宗教とはあ

る時は衝突しある時は一致する｡私はピィ～の存在を

信じないと強くいった｡

この地域は大体,仏教と桓｣教との境界線になってい

るが,仏教部落とい-1]教部落は独立している｡市場や学

校では一緒になっているが景教的な行雄二に闇する限り

弟3巻 弟3号

交流はない｡異教徒皿の結婚はほとんどなく,たまに

例外的に家出をしてきた者同志の結婚はある｡仏教徒

の女は回教徒の男を低く見ている｡食事の制限をうけ

るので,仏教徒の女が回教徒になった例はないそうで

ある｡この地方でも寺院のある部落とない部落では,

寺院との関係がかなり異 っているようである｡ ドン

･キレク(Donkhilek)部落で回教徒の占師(モー ･ピ

ー)にあって,会談したが今は剖愛せざるを得ない｡

8 チェンマイとその周辺の仏教

北タイの中心都市チェンマイには,マ-一 ･二カー

イの寺80,タンマユリト派の寺6,その他,仏教会館

もあって,活発に動いているが,その1,2の例をあ

げると,

(1) ワット･ブラシンルァン (WatPhra Singh

Luang)

マハ～ ･ニカーイに属する代表的寺院で,比丘40人,

抄弥80人,守男6()人止住している人寺である｡境内に

は私jrLの学校を経営していて,在俗の生徒500人 もい

るが,皆男子のみである｡比丘や沙弥のための学校も

境内にあるが,6年制で600人 の学生がいるそうであ

る｡この他,日曜学校もあるが,これには男女学生が

2OO人位いるそうで,大学生もその中に含まれている｡

説教はワン･プラの日に牛前9時と牛後2時にやって

いるが,50人から60人位来聴するそうである｡そのう

ち八戒を保つ信者は20人から30人位だそうで,特別な

日には1,000人位集まることもある｡在俗の人のため

に,夜限想の指導をしているが,2,30人集まるそう

である｡このような握想の実践は戦後さかんになった

が,比丘や沙弥は学問をすることが先で,瞑想をやる

人はすくないそうである｡とくに沙弥は院憩をするに

は若すぎると,この寺の副住職格の PrakruAduls-

eelagittiはいう｡ この人は日本へも来たことのある

人で,ピィ-についての意見をきくと,ピィーは一般

に先祖の霊と考えられているから,ピィーをおそれて

善行をする人もいる｡したがって,ピィーの存在を強

調もしないが否定もしない｡説教師はこれを利用して

説くと老人はよろこぶが,青年は反発する｡北タイで

は教師が不足しているので,比丘たちが援助をしてい

る｡チェンマイ入学の医学部と連絡して比丘たちに医

術を教え,公衆衛生や環境の整理,農民の指導等,比

にたちは多jJ-b-に働いている｡アジア財団がこれを援
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助していることを感謝していた｡

(2) ワット チェデ ィ･ルァン(WatChediLuang)

~市内にあるタンマユソト派の寺で,比丘26人,沙弥

i)4人,守男8(り､,尼 1人,有髪の尼 4人いる大寺であ

ら-説教はワン ･プラの目, 朝夕1'同やっている(托

紳 士パ ンサ-申も毎 f明やっているoH冥想もパ ンサ-中

は指導者が来てやっているが,在家の人が20人から30

人位iJ三まるが,僧侶は4.5人しか来ないそうである｡こ

の ､tJ-･-には貧困少年の教育所があって,田舎から来た42

人7)/坤 三が,倍胞によって教育されている｡また境内

に慈善学校があって現在2O2人 の少年が教育をうけて

いる,少女が含まれていないのは,女姓に対する戒律

が厳しいからで,ここに一つの問題がある,この寺の

住職は,少女に対する宗教教育は母粗によ って な さ

れ,少女たちは寺へ食草を運んだり説教を聞くことに

よって十分になされているという,また33哨冊円F','L/上

清をした住職にきくと,7-- ･ニカ-イとタンマユ
･ソト･ニカーイとの間に,20年以前は'[トもあったが,

現在はうまくいっている,得度式や布薩等の重要な行

7国土一一緒にやることはないが,その他は一緒になって

やっているそうであるO戒律は現代と矛盾するもので

ないから変える必要はないが,説教のしかたは科学的

知識をとり入れてなされねはならぬという｡

(31 チ Tンマイ ･ゾ ′タ･サ/i-ン (Chiengmai

BllddhaSathan)

車の中央にある仏教会館で,8丹前の創 立 ｡BLlddha

Sathan F()undatiolュの14人の委員によって運ノ冒.'さ

れ,そのうちに 2人の比丘が含まれている｡ワン ･フ

ラの日には講演があるが,多い時は2000人,す くなく

ても3∩()人 の聴衆が集まるそうである｡キ リス ト教や

バ-イ教にも使用させていて,会場費は 1回200バ-

ツであるO会員は約 100人で年会費15バーツである,

TfT;務員2人で,図書館,講洗各 会議室からなってい
る〔

r4) ワ ノト･ネランク--ン (WatNelandavaTH

チJ_ンマイからlfikm南に-ンドン (Hangdong)

という村があり,その西方2kmのところにナームプレ

- (Namprae)という村がある030こけ丁の農家では,

栄,戻,煙 草をつくっているOそこにあるマ-一 ･

カーイに属する普通のお寺であるO約 1.5粁はなれた

る√､この り ､,ト･ネラン ､々､バンには比丘2人,沙弥4

人,寺7310人居住し,説教はワン ･プラの目にやって
いる,パ ンサ-中は毎日行い,人 人は五戒を受けるそ

うである｡托鉢は行わず,毎日10軒づつきめて食事を

当番でお寺に運んでいるo田舎に入ると多くこの方法
5･

をとっているようである｡この寺の境内に接して小学

柏がある｡.4年制で85名の外反′日走が学んでいる〔 2
丹前にできたそうである(

9 む す び

今度実際に調査した 寺院数は約8()寺であるが,一般

的にいえることは,宗教的活動はワン ･ゾラのRに限

られ,パ ンサ-中はより活発になるという こ とで あ

る｡そしてLT1会に入ると,寺院のある部落 と寺院のな

い郡落とでは,教化や信仰の程度においてかなり相違

があり,寺院との関係の密度も自ら興るようである｡

また吊尺十Ⅲ与といったような風習があるために,仏教

はタイ人の社会!-1･-.活とひとつになっていて信仰心は強

いが特に仏教の専門家とみられるような指導的比丘や

在俗の仏教晋はす くないようであるO国尺の宗教意識

も知識人の閏ではかなり商いが,まだ ピィ-迷信的な

信仰と混合したような信仰が多いO特に田舎の人人の

的に受容されているようである｡これは教育の普及と

ともに次第に消滅するであろう｡次に男子に比し女Jj'･

(I)宗教教育が軽視されているようである｡女 子の宗教

教育は寺院に食物をはこぶ母親について行ったりする

ことからはじまるといわれるが,戒律の厳しい僧院で

は女性に接する機会が乏 しく,女 子のための宗教教育

機関は非常に稀である,Sundayschool等ではかな

り多くの女了学Li:.も見うけられるが,用会では女子へ

の宗教教育はほとんど行われていない∩これに比し,

男子の宗教教育は寺男制度によって,少年の頃から寺

に宿泊し比丘たちの感化をうけるので,比較的によく

行っているようである｡まだいろいろ論すべきことは

多いが,一応これで終 り,次の研究調査にまつことと

する｡

5) この システムをホワ･ムアリTL･ソン ･コー

(Huamuadsongkhow)というが,とくに,

東北タイにこの制度が行なわれている よ うで あ

る〔
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